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障
害
者
の
権
利
擁
護
活
動
を
目
的
に

団
体
を
設
立

　

東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｐ
ａ
ｎ
ｄ
Ａ
︲
Ｊ
は
、
知
的
障
害
・
発
達
障
害
者
の

権
利
擁
護
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
目
的
に
平
成
20
年

12
月
に
設
立
さ
れ
た
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
知
的
障
害
・
発
達
障
害
者
の

権
利
擁
護
を
は
じ
め
、
虐
待
防
止
や
成
年
後
見
制
度

な
ど
の
研
究
活
動
に
取
り
組
み
、
国
や
行
政
と
連
携

し
な
が
ら
問
題
提
起
・
政
策
提
言
を
行
う
ほ
か
、
研

究
活
動
を
ま
と
め
た
機
関
誌
「
Ｐ
ａ
ｎ
ｄ
Ａ
︲
Ｊ
」

を
定
期
的
に
発
行
し
て
い

る
。

　

障
害
者
の
新
た
な
支
援

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
研
究
活

動
を
行
う
こ
と
を
理
念
と

し
、
現
在
は
ト
ラ
ブ
ル
シ

ュ
ー
タ
ー
の
養
成
や
普
及

に
向
け
た
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
の
活
動
・
役
割
に
つ
い
て
、

代
表
理
事
の
堀
江
ま
ゆ
み
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
知
的
障
害
・
発
達
障
害
の
あ
る
人
は
、
障
害
の

特
性
か
ら
誤
解
さ
れ
や
す
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
問
題

行
動
や
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
性
犯
罪
等
を
起
こ
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
障
害
を
正
し

く
理
解
し
、
障
害
者
の
抱
え
る
生
き
づ
ら
さ
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
福
祉
・
司
法
・
教
育
・
行
政
・
地
域

等
が
連
携
し
て
、
支
援
す
る
仕
組
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
は
そ
の
仕
組
み
の
な

か
で
、
福
祉
・
司
法
関
係
者
や
地
域
住
民
な
ど
が
協

働
し
、当
事
者
と
と
も
に
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し
た
り
、

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
人
材
と
な
り
ま
す
。
障
害
者
が

犯
罪
を
起
こ
し
た
際
に
は
、
刑
事
手
続
き
や
裁
判
な

ど
で
適
切
な
対
応
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
ま
す
が
、
弁
護
士
や
福
祉
関
係
者
は
互
い
の
役
割

を
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
た
め
、
そ
れ
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
も
ト
ラ
ブ
ル

シ
ュ
ー
タ
ー
の
役
割
と
な
り
ま
す
」（
以
下
、「　

」

内
は
堀
江
代
表
理
事
の
説
明
）。

　

同
法
人
は
、
全
国
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
事
務
局
を
担
い
、
支
援
の
担
い
手
と
な
る

人
材
養
成
や
ネ
ッ
ク
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
現
在
は
全
国
で
約
30
カ
所
の
地
域
で
ト
ラ
ブ

ル
シ
ュ
ー
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
て
、
平
成
27
年
度
に
は
全

国
各
地
で
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
す
る
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て

障
害
者
を
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
救
う

東
京
都
千
代
田
区
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｐ
ａ
ｎ
ｄ
Ａ-

Ｊ

　 独 立 行 政 法 人 福 祉 医 療 機 構
（WAM）が行う社会福祉振興助成
事業（WAM 助成）は、国庫補助
金を財源とし、高齢者・障害者な
どが地域のつながりのなかで自立
した生活を送れるよう、また、子
どもたちが健やかに安心して成長
できるよう、NPO やボランティア
団体などが行う民間の創意工夫あ
る活動などに対し、助成を行って
います。
　今号では、WAM 助成を活用し
た特定非営利活動法人 PandA-J
の取り組みを紹介します。
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設   

立
：
平
成
20
年
12
月

代
表
理
事
：
堀
江
　
ま
ゆ
み

◆
団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成27年度
「障害者・高齢者の孤立や触法を防ぐトラブルシューター事業」

（助成額：300 万円）
事業概要：知的障害者・高齢者等の孤立や触法を防ぐこと

を目的に、全国 8カ所で福祉関係者や弁護士、
特別支援学校の教員などを対象としたトラブル
シューターの養成講座を開催するとともに、各地
域で支援ネットワークを構築し、トラブルを起こ
した障害者を地域のなかで包括的に支援する事業
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Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、
広
域
的
に

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
を
養
成

　

こ
の
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
の
普
及
に
向
け
た
活

動
は
、
平
成
27
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
障

害
者
・
高
齢
者
の
孤
立
や
触
法
を
防
ぐ
Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ

ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
）
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　

同
事
業
は
、
地
域
の
な
か
で
障
害
者
を
支
え
る
た

め
、全
国
各
地
で
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、

各
地
域
で
福
祉
・
司
法
関
係
者
等
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
開
催
、
②
知
的
障
害
・
発
達
障
害
・
高
齢

者
等
の
本
人
向
け
ト
ラ
ブ
ル
予
防
お
よ
び
再
犯
防
止

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
支
援
者
講
座
の
開
催
、
③
連
携
団

体
の
役
割
の
確
認
、
④
報
告
会
の
開
催
な
ど
を
実
施

し
た
。

　

障
害
者
や
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
や
触
法
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
は
、

全
国
8
カ
所
（
東
京
都
多
摩
市
、
沖
縄
県
那
覇
市
、

富
山
市
、
北
海
道
石
狩
市
、
岩
手
県
花
巻
市
、
鹿
児

島
県
奄
美
市
、
新
潟
市
、
新
潟
県
新
発
田
市
）
で
開

催
し
た
。

　

各
地
域
で
障
害
者
の
支
援
の
核
と
な
っ
て
い
る
支

援
機
関
が
中
心
と
な
り
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
や
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
支
援

施
設
な
ど
の
福
祉
関
係
者
を
は
じ
め
、
弁
護
士
、
保

護
監
察
官
、
特
別
支
援
学
校
の
教
員
な
ど
に
参
加
を

呼
び
か
け
、
8
カ
所
で
延
べ
８
０
５
人
の
参
加
者
を

集
め
た
。

　

な
か
で
も
、
沖
縄
県
の
養
成
講
座
は
県
内
で
福
祉

関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
発
達
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
が
核
に
な
っ
た
こ
と
で
、
行
政
や
警
察
を

含
め
、
４
０
２
人
の
参
加
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

養
成
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー

タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
の
講
義
に
は
じ
ま
り
、医
師
・

臨
床
心
理
士
に
よ
る
問
題
行
動
や
法
に
触
れ
る
問
題

を
起
こ
し
て
し
ま
う
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
講

義
の
ほ
か
、
弁
護
士
か
ら
刑
事
手
続
き
や
介
入
方
法

な
ど
を
学
ん
だ
。
講
座
の
最
後
に
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
実
施
し
、
地
域
の
な
か
で
実
際
に
起
き
て
い
る

事
例
の
課
題
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

受
講
者
が
ど
の
よ
う
に
支
援
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
か
を
検
討
し
た
。

　

講
座
の
修
了
者
に
は
、「
Ｔ
Ｓ
基
礎
コ
ー
ス
修
了

書
」
を
付
与
し
て
お
り
、
受
講
者
か
ら
は
「
自
分
た

ち
の
地
域
で
起
き
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
を
知
る
と
と
も

に
、
支
援
の
必
要
性
を
感
じ
た
」、「
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
の
役
割
を
知
り
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
が
あ
る

か
を
理
解
で
き
た
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

各
地
域
で

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

　

講
座
の
修
了
後
は
、
受
講
者
が
中
心
に
な
り
、
各

地
域
で
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以

下
、「
Ｔ
Ｓ
」）
を
構
築
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
よ
っ
て
特
色
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
例
え
ば
、
新
潟
Ｔ
Ｓ
は
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
に
な
り
、
刑
務
所
で
矯
正
教
育
を
行
う

法
務
教
官
が
支
援
に
関
わ
る
ほ
か
、
児
童
相
談
所
の

職
員
や
特
別
支
援
学
校
の
教
員
、
看
護
師
な
ど
、
包

括
的
な
支
援
を
し
て
い
く
う
え
で
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に

な
る
人
た
ち
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
石
狩
Ｔ
Ｓ
で
は
、
重
度
の

自
閉
症
や
発
達
障
害
者
の
支
援
に
取
り
組
む
社
会
福

祉
法
人
が
事
務
局
に
な
り
、
障
害
者
の
親
の
会
や
地

域
住
民
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
い
る
強
み
を

活
か
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
に
対
し
て
、
障
害
者
へ

の
理
解
を
啓
発
す
る
活
動
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
」。

全国8カ所で開催した「トラブルシューター養成
講座」は、福祉・司法・教育関係者など延べ805
人が参加。なかでも発達障害者支援センターが中心
となった沖縄県の養成講座（写真右）は、行政や警
察関係者を含め、402人の参加者を集めた
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性
犯
罪
の
予
防
・
再
犯
防
止
に
向
け
た

研
修
会
を
開
催

　

ま
た
、
障
害
者
の
性
犯
罪
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て

は
支
援
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
性
的

ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
と
再
犯
防
止
を
目
的
と
し
た
支
援

者
の
研
修
会
を
実
施
。
養
成
講
座
を
行
っ
た
地
域
の

う
ち
、
多
摩
市
、
富
山
市
、
石
狩
市
の
３
カ
所
で
開

催
し
て
い
る
。

　

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
域
生
活
定
着
セ

ン
タ
ー
、
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
施
設
の
職

員
や
当
事
者
の
家
族
な
ど
を
対
象
に
、
３
カ
所
で
延

べ
１
１
１
人
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
性
犯
罪
の
再
犯
防

止
に
向
け
た
地
域
包
括
的
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｓ
Ｏ

Ｔ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
︲
Ｉ
Ｄ
」（
ソ
ト
セ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ィ
）

を
教
材
に
支
援
方
法
や
ス
キ
ル
の
習
得
を
図
っ
た
。

　
「
性
犯
罪
の
矯
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
刑
務
所
で
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、

障
害
の
あ
る
人
を
対

象
に
し
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
理
解
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
地
域
に
出
た
あ
と
も
継
続
し
て
受
け
ら
れ

な
け
れ
ば
再
犯
を
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

『
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
︲
Ｉ
Ｄ
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン

ト
大
学
で
開
発
さ
れ
た
知
的
障
害
者
を
対
象
に
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
医
療
関
係
者
や
福
祉
関
係
者
が
協

働
し
な
が
ら
、
地
域
の
な
か
で
継
続
的
に
支
援
を
行

う
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

受
講
後
、『
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
︲
Ｉ
Ｄ
』
の
支
援
の

方
法
や
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
支
援
者
た
ち
が
中
心
に
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
な
か
で
性
的
ト
ラ
ブ
ル
の

予
防
・
再
犯
防
止
に
向
け
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

連
携
体
制
を
強
化

　

ま
た
、
助
成
事
業
で
は
、
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー

活
動
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
一
般
社
団
法
人

「
東
京
Ｔ
Ｓ
ネ
ッ
ト
」（
東
京
都
千
代
田
区
）
を
は
じ

め
と
す
る
既
存
の
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
の
連
携
体

制
を
強
化
し
た
。

　
「
各
地
で
養
成

講
座
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
講
師

の
派
遣
に
協
力
し

て
も
ら
う
ほ
か
、

各
Ｔ
Ｓ
の
情
報
を

共
有
し
、
互
い
の

活
動
を
参
考
に
し

て
い
ま
す
。ま
た
、

障
害
者
の
支
援
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
弁
護
士
は
あ
ま
り
多

く
な
い
の
で
す
が
、
各
Ｔ
Ｓ
に
参
加
し
て
い
る
弁
護

士
た
ち
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
活
動
の

情
報
の
共
有
・
交
換
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
」。

　

さ
ら
に
、平
成
28
年
3
月
に
は
報
告
会
を
開
催
し
、

障
害
者
の
家
族
や
福
祉
・
司
法
・
医
療
・
教
育
関
係

者
な
ど
74
人
の
参
加
者
を
集
め
た
。

　

報
告
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
各
Ｔ
Ｓ
が
実
際
に
地

域
で
起
き
て
い
る
事
例
や
連
携
体
制
な
ど
の
活
動
報

告
を
行
い
、
参
加
者
に
支
援
の
協
力
を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
の
取
り
組
み
を
ま
と

め
た
報
告
書
を
作
成
し
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
や
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
、
行
政
、
親
の

会
、
弁
護
士
会
な
ど
に
配
布
し
た
。
報
告
書
を
配
布

し
た
反
響
は
大
き
く
、
多
く
の
地
域
か
ら
ト
ラ
ブ
ル

シ
ュ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
平
成
28
年
度
に
新
た
な
地
域

で
開
催
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

障
害
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
支
援
者
を
支
援
す
る
体
制
」を
構
築

　

助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
堀
江
代
表
理
事
は

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
た
こ
と
を
あ

げ
て
い
る
。

　
「
各
地
域
で
障
害
者
の
ト
ラ
ブ
ル
や
触
法
に
関
す

る
支
援
を
責
務
だ
と
感
じ
て
い
る
人
た
ち
が
多
く

い
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
支
援
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
頑
張
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
養
成
講
座
を
通
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

養成講座では精神科医や臨床心理士を
講師に「なぜ障害者の犯罪が起こるの
か」を学び、障害者への理解を深めた

講座修了者には「トラブルシューター
基礎コース修了証」を授与。これまで
約3500人が養成講座を修了
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構
築
で
き
た
こ
と
は

障
害
者
の
支
援
だ
け

で
な
く
、『
支
援
者
を

支
援
す
る
体
制
』
を

つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

の
事
業
で
は
地
方
を
中
心
に
養
成
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
起
こ
っ
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
の
種
類
は

ど
の
地
域
で
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
都
市
部
と
の
違
い
と
し
て
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
つ
な
が
り
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
地
方
の

ほ
う
が
地
域
の
な
か
で
問
題
を
解
決
す
る
力
が
大

き
い
と
感
じ
ま
し
た
」。

　

事
業
終
了
後
に
地
域
密
着
型
の
活
動
を
展
開
し
て

い
る
地
域
も
あ
り
、
沖
縄
県
で
は
研
修
を
受
け
た
人

た
ち
が
中
心
に
な
り
、
県
内
に
活
動
を
広
げ
て
い
く

た
め
、
圏
域
ご
と
に
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
の
養
成

を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
中
に
す
べ
て
の
圏
域
で
養

成
講
座
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
波
及
効
果
と
し
て
、
平
成
28
年
度
か
ら

厚
生
労
働
省
の
事

業
で
発
達
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
を
対
象
に
、

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー

タ
ー
基
礎
講
座
を

モ
デ
ル
に
し
た
研

修
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
堀
江
代
表

理
事
も
講
師
と
し

て
協
力
し
て
い

る
。

　

新
た
な
支
援
ニ

ー
ズ
と
し
て
は
、

女
性
を
対
象
と
し
た
性
ト
ラ
ブ
ル
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
要
望
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
性
犯
罪
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
男
性
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た

が
、
近
年
は
女
性
が
加
害
者

と
な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
と
い
う
。
例
え
ば
、
ホ
ス

ト
ク
ラ
ブ
な
ど
に
通
う
た
め

に
、
別
の
男
性
と
親
し
く
し

て
お
金
を
出
さ
せ
る
と
い
っ

た
、犯
罪
で
は
な
い
も
の
の
、

モ
ラ
ル
に
関
わ
る
女
性
特
有

の
性
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
お

り
、
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
者
が
協

働
し
、
地
域
の
な
か
で
障
害

者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援

を
行
う
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ

ー
活
動
が
全
国
に
広
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

社会福祉振興
助成事業に関する
お問い合わせ

●NPO リソースセンター
   NPO 支援課（助成事業の相談・募集に関するお問い合わせ、NPO の融資相談・審査に関すること）
      TEL  : 03-3438-4756

   NPO 振興課（助成事業の広報、助成事業の完了・事業評価に関するお問い合わせ）
      TEL  : 03-3438-9942　    FAX  : 03-3438-0218（共通）

助成事業で作成し
た報告書「障害の
ある人と社会を
つなぐトラブル
シューター」。各
地で構築された
ネットワークの作
り方や特色などを
まとめている

地域包括的支援プログラム「SOTSEC-ID」を
教材にした支援者研修会を開催し、性犯罪の予防・
再犯防止に向け、支援方法やスキルを学んだ

　トラブルや犯罪を起こしてし
まう障害者は非常に弱い立場に
置かれた人たちなのですが、生活
困窮者と同様に支援が途切れて
いる人が大半です。そのため、さ
まざまな支援者たちが寄り添い
ながら、包括的に支援していかなければなりません。犯罪を
犯してしまうごく一部の障害者を排除することがない社会を
つくることが命題であり、それが共生社会ということだと思
います。
　福祉職であっても、窃盗や性犯罪をしてしまう人は、どうし
ても支援しきれないと切り捨ててしまうことがまだ少なくあ
りませんが、福祉関係者には専門の範囲をもう少し広げ、支
援するべき人たちという考え方を広げていく必要があります。
　各支援団体と連携しながら地域住民に共生社会の考え方を
伝え続けていくことは責務であり、それが障害のある人の孤
立を防ぐことにつながると考えています。

特定非営利活動法人 PandA-J

代表理事   堀江  まゆみ氏
（白梅学園大学

子ども学部発達臨床学科 教授）

共生社会の考え方を
地域に伝えていくことが責務
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